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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤装着用の開口部を有する本体枠と、
　前記本体枠の後面でかつ前記開口部の下縁部に設けられた本体枠構成部材と、
　前記開口部に装着されるとともに、遊技板及び当該遊技板の後面に装着された盤側の基
板ボックスを有する遊技盤と、
を有し、
　前記本体枠の後面側でかつ前記本体枠構成部材の下方に、回路基板を収容する枠側の基
板ボックスが、遊技機の後側から見て奥側となるように他の部材と前後方向に積層した状
態で配置され、
　前記枠側の基板ボックスの回路基板上に、当該枠側の基板ボックスの内部に発生した熱
を外部へ放出する放熱部材が配置された遊技機において、
　前記放熱部材は、本体部と、当該本体部の側面から延出した複数の翼片が所定間隔で並
列に配置されて構成される放熱フィンとを備え、
　前記枠側の基板ボックスの側面に前記放熱フィンを露出させる開口を設けるとともに、
前記開口から前記放熱フィンを側方に突出して外部に露出させつつ当該開口を塞ぐように
前記放熱部材を配置し、
　前記放熱フィンの複数の翼片を、前記枠側の基板ボックスの装着状態において上下方向
に延在する向きとすることで、隣接する当該翼片間を空気の流路とし、
　前記放熱フィンの下に、当該放熱フィンに外部の空気を流入させる通風路を形成すると
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ともに、
　前記放熱フィンの上に、前記放熱フィンを通過し熱せられた空気を前記本体枠構成部材
の上方へ導く放熱通路を当該本体枠構成部材に設け、
　さらに、前記盤側の基板ボックスを、前記遊技板の後面に取り付けた上方及び下方が開
放された基板ボックス装着台の後面に前記遊技板から浮かした状態で装着することで、当
該盤側の基板ボックスと当該遊技板との間に下方及び上方が開放された放熱空間を形成し
、
　前記遊技盤を前記遊技盤装着用の開口部に装着した状態で、前記放熱空間が前記放熱通
路の上に位置するように構成し、
　前記遊技盤を前記遊技盤装着用の開口部に装着した状態で、前記本体枠の下方から流入
した外部の空気が、前記通風路を上昇し、前記放熱フィンの翼片間に流入することで熱せ
られて上昇し、さらに当該翼片間を通過した空気が、前記放熱通路を経て前記遊技盤の放
熱空間に流入し、当該放熱空間の上方へ流出するようにしたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機であって、
　前記放熱フィンの下方に、遊技機から排出される球を当該遊技機が配置される島側の設
備へと排出する球排出口を配置するとともに、当該球排出口あるいはその近傍に、前記通
風路を形成したことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機、スロット機等の遊技機に関し、詳しくは遊技機に装備される回
路基板の放熱技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パチンコ機において、回路基板の放熱に関する技術が、例えば特開２００４－６
５９３９号公報（特許文献１）に開示されている。上記公報に記載のパチンコ機では、本
体枠の後面における遊技盤装着用開口部の下縁領域にボックス収納凹部を設定し、このボ
ックス収納凹部に電源基板を収容した電源基板ボックスが配置されている。そしてボック
ス収納凹部は、後方が開口された箱形状に形成されており、当該ボックス収納凹部の周壁
を形成する壁面のうちの上壁部と、電源基板ボックスの上面部との間に放熱空間部が形成
され、さらに上壁部には放熱孔が形成されている。かかる従来の放熱構造によれば、電源
基板で発生した熱は、電源基板ボックスの上面に形成された放熱孔から前記放熱空間部へ
と放出された後、更にボックス収納凹部の上壁部に形成された放熱孔を通ってボックス収
納凹部から外部へと放出される。
【０００３】
　ところで、パチンコ機にあっては、遊技盤の構成部材である木製の遊技板の後面には、
例えば表示制御基板を収容した表示制御基板ボックスや主制御基板を収容した主制御基板
ボックスあるいは副制御基板を収容した副制御基板ボックス等、各種の制御基板ボックス
が配置されることがある。その場合、遊技板後面の配置スペースの関係で、各制御基板ボ
ックスのうち、遊技板の下部側に配置される制御基板ボックスについては、可能な限り遊
技盤の下縁に寄せて配置される。そのため、遊技盤を本体枠の遊技盤装着用開口部に装着
した状態では、遊技板の下部領域に配置された制御基板ボックスの下面が前記ボックス収
納凹部の上壁部に近接した状態で位置する結果、当該制御基板ボックスによって上壁部の
放熱孔からの熱（空気）の流れが妨害され、放熱性が低いものとなる。特に電源基板ボッ
クスの場合、遊技機構成部材として、例えば他の制御基板ボックスを重ねて配置すること
がしばしば行われるが、不正行為の対象となり易い制御基板ボックスの視認性を優先する
ため、当該電源基板ボックスはパチンコ機の後側から見て奥側に配置されることとなる。
このような配置構成では、当該他の制御基板ボックスによってボックス収納凹部の上壁部
と遊技盤側の制御基板ボックス下面間の間隙の多くが塞がれてしまい、その結果、風通し
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が極めて悪い状況となり、当該空間部に熱がこもってしまうこととなる。
【特許文献１】特開２００４－６５９３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、遊技機において、回路基板で発生し
た熱の放熱性を高める上で有効な技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を達成するため、請求項１に記載の発明が構成される。
（請求項１）
　「遊技盤装着用の開口部を有する本体枠と、
　前記本体枠の後面でかつ前記開口部の下縁部に設けられた本体枠構成部材と、
　前記開口部に装着されるとともに、遊技板及び当該遊技板の後面に装着された盤側の基
板ボックスを有する遊技盤と、
を有し、
　前記本体枠の後面側でかつ前記本体枠構成部材の下方に、回路基板を収容する枠側の基
板ボックスが、遊技機の後側から見て奥側となるように他の部材と前後方向に積層した状
態で配置され、
　前記枠側の基板ボックスの回路基板上に、当該枠側の基板ボックスの内部に発生した熱
を外部へ放出する放熱部材が配置された遊技機において、
　前記放熱部材は、本体部と、当該本体部の側面から延出した複数の翼片が所定間隔で並
列に配置されて構成される放熱フィンとを備え、
　前記枠側の基板ボックスの側面に前記放熱フィンを露出させる開口を設けるとともに、
前記開口から前記放熱フィンを側方に突出して外部に露出させつつ当該開口を塞ぐように
前記放熱部材を配置し、
　前記放熱フィンの複数の翼片を、前記枠側の基板ボックスの装着状態において上下方向
に延在する向きとすることで、隣接する当該翼片間を空気の流路とし、
　前記放熱フィンの下に、当該放熱フィンに外部の空気を流入させる通風路を形成すると
ともに、
　前記放熱フィンの上に、前記放熱フィンを通過し熱せられた空気を前記本体枠構成部材
の上方へ導く放熱通路を当該本体枠構成部材に設け、
　さらに、前記盤側の基板ボックスを、前記遊技板の後面に取り付けた上方及び下方が開
放された基板ボックス装着台の後面に前記遊技板から浮かした状態で装着することで、当
該盤側の基板ボックスと当該遊技板との間に下方及び上方が開放された放熱空間を形成し
、
　前記遊技盤を前記遊技盤装着用の開口部に装着した状態で、前記放熱空間が前記放熱通
路の上に位置するように構成し、
　前記遊技盤を前記遊技盤装着用の開口部に装着した状態で、前記本体枠の下方から流入
した外部の空気が、前記通風路を上昇し、前記放熱フィンの翼片間に流入することで熱せ
られて上昇し、さらに当該翼片間を通過した空気が、前記放熱通路を経て前記遊技盤の放
熱空間に流入し、当該放熱空間の上方へ流出するようにしたことを特徴とする遊技機。」
【０００６】
　請求項１に記載の発明によれば、遊技盤装着用の開口部を有する本体枠と、本体枠の後
面でかつ開口部の下縁部に設けられた本体枠構成部材と、開口部に装着されるとともに、
遊技板及び当該遊技板の後面に装着された盤側の基板ボックスを有する遊技盤と、を有し
、本体枠の後面側でかつ本体枠構成部材の下方に、回路基板を収容する枠側の基板ボック
スが、遊技機の後側から見て奥側となるように他の部材と前後方向に積層した状態で配置
され、枠側の基板ボックスの回路基板上に、当該枠側の基板ボックスの内部に発生した熱
を外部へ放出する放熱部材が配置された遊技機が構成される。遊技機としては、典型的に
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はパチンコ機やパチンコ球を使用してスロット遊技を行う遊技機、スロット機等がこれに
該当する。なお本発明における「枠側の基板ボックス」としては、遊技機に備えられる基
板ボックスのうち、比較的発熱の大きい回路基板を収容する基板ボックス、例えば電源基
板ボックスに適用することが好適であるが、制御基板を収容する制御基板ボックスに適用
することを妨げるものではない。また「基板ボックスに前後方向に重ねて配置した遊技機
構成部材」としては、当該基板ボックスとは別の基板ボックスや遊技機後面を覆うための
開閉可能なあるいは着脱自在なカバー部材等がこれに該当する。
　請求項１に記載の発明においては、放熱部材は、本体部と、当該本体部の側面から延出
した複数の翼片が所定間隔で並列に配置されて構成される放熱フィンとを備え、枠側の基
板ボックスの側面に放熱フィンを露出させる開口を設けるとともに、開口から放熱フィン
を側方に突出して外部に露出させつつ当該開口を塞ぐように放熱部材を配置している。ま
た放熱フィンの複数の翼片を、枠側の基板ボックスの装着状態において上下方向に延在す
る向きとすることで、隣接する当該翼片間を空気の流路としている。また放熱フィンの下
に、当該放熱フィンに外部の空気を流入させる通風路を形成するとともに、放熱フィンの
上に、放熱フィンを通過し熱せられた空気を本体枠構成部材の上方へ導く放熱通路を当該
本体枠構成部材に設けている。
　さらに、盤側の基板ボックスを、遊技板の後面に取り付けた上方及び下方が開放された
基板ボックス装着台の後面に前記遊技板から浮かした状態で装着することで、当該盤側の
基板ボックスと当該遊技板との間に下方及び上方が開放された放熱空間を形成する。また
遊技盤を遊技盤装着用の開口部に装着した状態で、放熱空間が前記放熱通路の上に位置す
るように構成する。そして、遊技盤を遊技盤装着用の開口部に装着した状態で、本体枠の
下方から流入した外部の空気が、通風路を上昇し、放熱フィンの翼片間に流入することで
熱せられて上昇し、さらに当該翼片間を通過した空気が、放熱通路を経て遊技盤の放熱空
間に流入し、当該放熱空間の上方へ流出するようにした。
　かかる構成としたことにより、基板ボックスの上方から遊技板の後面を経て外部へと流
れる空気の通り道が確保されるため、回路基板で発生した熱の外部への排出を積極的に行
うことができる。これによって、本体枠の後面において、遊技機の後側から見て奥側に位
置し、風通しの極めて悪い状況下に配置される基板ボックスの回路基板からの放熱性を向
上することが可能となった。ここで本発明における「本体枠構成部材」とは、典型的には
、本体枠を補強するべく当該本体枠後面における遊技盤装着用の開口部の下縁部に沿って
水平状に延在する板状部材がこれに該当するが、当該板状部材に限らず、基板ボックスの
上方において遊技機の横幅方向に延びて本体枠側と遊技盤側とを隔てる壁面を構成する部
材であれば、これを包含する。また「放熱通路」とは、基板ボックスから放出された熱が
本体枠構成部材の上方へ流れることを許容する「通路」を指し、上下方向に貫通する単一
あるいは複数の開口を好適に包含する。
【０００７】
（請求項２）
　「請求項１に記載の遊技機であって、
　前記放熱フィンの下方に、遊技機から排出される球を当該遊技機が配置される島側の設
備へと排出する球排出口を配置するとともに、当該球排出口あるいはその近傍に、前記通
風路を形成したことを特徴とする遊技機。」
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載された遊技機において、放熱フィンの
下方に、遊技機から排出される球を当該遊技機が配置される島側の設備へと排出する球排
出口を配置するとともに、当該排出する球排出口あるいはその近傍に、通風路を形成した
構成とされる。ここで「排出される球」とは、例えば、アウト球、セーフ球、球抜きした
球などがこれに該当する。また、「上下に貫通する」態様としては、典型的には球排出通
路を上面が開放した樋状に形成し、底面（下面）に球を落下させる球排出口を形成した構
成がこれに該当するが、球排出通路を上面と下面に通気用のスリットあるいは穴を設けた
筒形に形成する態様を好適に包含する。本発明によれば、球排出通路につき、球の排出機
能を損なうことなく、放熱フィンに対する空気の通風機能を付与したので、放熱フィンの
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下方スペースを空きスペースにする必要がなくなり、遊技機の後面スペースを有効に活用
することができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、遊技機において、回路基板の放熱性を高める上で有効な技術が提供さ
れることとなった。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態に係るパチンコ機につき図面を参照しつつ詳細に説明する。
図１はパチンコ機１００の全体を示す斜視図である。パチンコ機１００は、本発明におけ
る「遊技機」の一例である。なお説明の便宜上、パチンコ機１００に対する遊技者側を前
、反対側を後という。図１に示すように、パチンコ機１００は、概括的には、外枠１０１
と、本体枠１０３と、遊技盤１０５と、ガラス枠１０７と、前板１０９等を主体として構
成されている。本体枠１０３はパチンコ機１００の前方から見て左側縁部がヒンジを介し
て外枠１０１に開閉自在に取り付けられる。遊技盤１０５は本体枠１０３に前方から嵌め
込まれた状態で取り付けられる。
【００１０】
　図２はパチンコ機の背面図である。図３および図４はそれぞれパチンコ機を後側から見
た斜視図である。なお図３では払出制御基板ボックス１１１、主制御基板ボックス１１３
、および副制御基板ボックス１１５が取り外され、図４は上記の各制御基板ボックス１１
１，１１３，１１５のほか、保護カバー１１８が取り外されている。また図５は図２にお
けるＶ－Ｖ線断面図であり、放熱用の空気流れが実線の矢印で示され、アウト球の流れが
破線で示されている。図２～図４に示すように、本体枠１０３の後面における遊技盤取付
用開口部（図示省略）の下方領域には、電源基板１２７（図９参照）を収容する電源基板
ボックス１２１（図３、図４および図８参照）と、払出装置制御用の払出制御基板１１１
ａ（図５参照）を収容する払出制御基板ボックス１１１（図２および図５参照）が、パチ
ンコ機１００の後側から見て電源基板ボックス１２１が奥側（前側）となるように前後方
向に重ねた状態で装着されている。上記の電源基板ボックス１２１が本発明における「基
板ボックス」に対応し、払出制御基板ボックス１１１が本発明における「遊技機構成部材
」に対応する。
【００１１】
　図６および図７はそれぞれ遊技盤１０５を後側から見た斜視図であり、図６では保護カ
バー１１８が取り外され、図７では保護カバー１１８のほか、主制御基板ボックス１１３
および副制御基板ボックス１１５が取り外されている。遊技盤１０５は、方形状をなす木
製の遊技板（パネル）１０６と、当該遊技板１０６の後面に装着される主制御基板ボック
ス１１３、副制御基板ボックス１１５、表示制御基板ボックス１１７と、遊技板１０６の
前面側に設定される遊技用のレール、釘、始動口、役物装置等の各種機器、装置（図示省
略）等とを主体にして構成されている。上記の主制御基板ボックス１１３、副制御基板ボ
ックス１１５および表示制御基板ボックス１１７は、本発明における「組付け部材」に対
応する。
　本実施の形態では、図示のように、遊技板１０６の後面下部領域には、遊技全体を制御
する主制御基板１１３ａ（図５参照）を収容する主制御基板ボックス１１３と、主制御基
板１１３ａからの信号に基づいて音声装置ないしランプ装置を駆動制御する副制御基板１
１５ａ（図５参照）を収容する副制御基板ボックス１１５が、パチンコ機１００の後側か
ら見て主制御基板ボックス１１３が手前側（後側）となるように前後方向に重ねた状態で
第１基板ボックス装着台１５１を介して装着されている。この第１基板ボックス装着台１
５１は、本発明の態様１における「組付け部材」に対応し、また本発明の態様２における
「基板ボックス装着台」に対応する。
【００１２】
　また遊技板１０６の後面上部領域には、主制御基板１１３ａからの信号に基づいて図柄
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表示装置を制御する表示制御基板（図示省略）を収容した表示制御基板ボックス１１７が
第２基板ボックス装着台１５３を介して装着されており、この表示制御基板ボックス１１
７は、保護カバー１１８（図２および図３参照）によって覆われている。保護カバー１１
８には図３に示すように、その後面のみならず上面、右側面、左側面に無数の放熱孔１１
８ａが形成されている。上記の放熱孔１１８ａは、本発明の態様６における「開口」に対
応する。なお上述した各種の回路基板を収容する基板ボックスは、それぞれボックス本体
とボックスカバーとからなり、ボックスカバーについては、ボックス内部の回路基板の部
品実装面を外から透視できるように、透明な合成樹脂によって形成されている。なお上述
した各種の基板ボックスの装着構造については、本発明に直接関係しないため、説明を省
略する。
【００１３】
　次に、他の制御基板に比べて比較的発熱量が大きい電源基板１２７を収容する電源基板
ボックス１２１の放熱構造につき図８および図９を参照して説明する。図８は電源基板ボ
ックス１２１の外形を示す斜視図であり、図９は電源基板１２７に電気部品が実装された
状態を模式的に示す平面図である。
【００１４】
　図８に示すように、電源基板１２７を収容する電源基板ボックス１２１は、ボックス本
体１２３とボックスカバー１２５とから形成されている。電源基板１２７はボックス本体
１２３に取り付けられ、当該電源基板１２７には、図９に示すように、コンデンサ１２９
、スイッチングレギュレータ１３１、ブリッジダイオード１３３、ラインフィルター１３
５、等の各種の電気部品が実装されている。また電源基板１２７の部品実装面の一方の側
部には、金属製（例えばアルミ製）の放熱部材１３７が取り付けられている。この放熱部
材１３７は、図８に示すように、本体部１３８と、本体部１３８の一方の側面から延出し
た複数の翼片１３９ａが所定間隔で並列に配置されて構成される放熱フィン１３９とを備
える。放熱フィン１３９の翼片１３９ａは、電源基板ボックス１２１を本体枠１０３に装
着した状態において、概ね鉛直方向（上下方向）に延びている。そして上記電気部品のう
ち、特に発熱の多いブリッジダイオード１３３が放熱部材１３７の本体部１３８の他方の
側面（放熱フィン１３９が形成された面と反対の側面）に直付けされている。
【００１５】
　図８に示すように、ボックスカバー１２５は、ボックス本体１２３に対する装着面側が
開放された箱型形状に形成され、電源基板１２７の部品実装面側（パチンコ機後面側）に
対し前端縁を当接した状態でボックス本体１２３にネジ等によって接合され、これによっ
て電源基板１６２の部品実装面を覆い保護する。またボックスカバー１２５の一方の側面
（パチンコ機の後側から見て右側面）には、放熱部材１３７の放熱フィン１３９をボック
スカバー１２５の外面に露出させるための方形状の開口１２５ａが形成されている。従っ
て、ボックス本体１２３にボックスカバー１２５が接合された状態では、図８に示すよう
に、放熱部材１３７の放熱フィン１３９がボックスカバー１２５の開口１２５ａから外側
に露出される。
【００１６】
　また放熱部材１３７は、開口１２５ａの内周面との間に殆ど間隙が生じない状態で当該
開口１２５ａに嵌り込んでおり、これによって電源基板ボックス１２１の壁面を構成する
。このため、不正行為や衝突等から電源基板を保護することができる。なお本実施の形態
では、放熱フィン１３９の大部分がボックスカバー１２５の側面から突き出るように設定
しているが、その突出量については、適宜に設定される。またボックスカバー１２５の上
面および下面には、多数の放熱孔（スリット）１２５ｂが設けられている。
【００１７】
　上記のように構成された電源基板ボックス１２１の放熱構造によれば、電源基板１２７
上に存在する電気部品で発生する熱は、その大部分が放熱部材１３７を経由して外部へ放
出される。電気部品の中でも発熱の多いブリッジダイオード１３３は、放熱部材１３７に
直に取り付けてあるため、当該ブリッジダイオード１３３で発生する熱は、熱伝導によっ
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て放熱部材１３７に移動し、放熱フィン１３９を介して外部へ放出される。また他の電気
部品で発生する熱は、熱放射によって放熱部材１３７に移動し、放熱フィン１３９を経て
外部へ放出される。すなわち、本実施の形態によれば、電源基板１２７の電気部品で発生
した熱を、電源基板ボックス１２１の外面に露出させた放熱フィン１３９を経て電源基板
ボックス１２１の外へ放出することができる。なお電気部品で発生する熱の一部分につい
ては、放熱孔１２５ｂから外部へ放出される。
【００１８】
　本実施の形態では、放熱フィン１３９を電源基板ボックス１２１の側面に露出するとと
もに、電源基板ボックス１２１を本体枠１０３に装着した状態で当該放熱フィン１３９の
翼片１３９ａが鉛直方向に延びる構成としている。このため、隣接する翼片１３９ａ間の
空間Ｓが鉛直方向に延びる空気の流路を形成することになり、放熱フィン１３９に沿った
空気流れが生じ易い。つまり、放熱フィン１３９からの放熱によって熱せられた空気は、
各翼片１３９ａ間の空間Ｓを通って放熱フィン１３９の上端側へと流れ、それに伴い、冷
たい空気が放熱フィン１３９の下端側へと積極的に導入されることとなる。このように、
本実施の形態に係る電源基板ボックス１２１の放熱構造は、放熱フィン１３９の周りに積
極的に空気の対流を形成させる構成であり、これによって放熱効果を向上することができ
る。
【００１９】
　上記のような放熱構造を備えた電源基板ボックス１２１は、図３～図５に示すようにパ
チンコ機１００の後側から見て、放熱フィン１３９が右側に位置しかつ電源基板１２７の
部品実装面が手前側（後側）を向くように本体枠１０３の後面に装着される。そして当該
電源基板ボックス１２１の後面に払出制御基板ボックス１１１（図２および図５参照）が
重なるように装着される。図２および図３に示すように、払出制御基板ボックス１１１を
電源基板ボックス１２１の後ろに重ねたとき、払出制御基板１１１ａを収容する払出制御
基板ボックス１１１は、電源基板１２７を収容する電源基板ボックス１２１より大きいた
め、払出制御基板ボックス１１１の一部が電源基板ボックス１２１からはみ出た状態で配
置される。またパチンコ機１００の後側から見て、電源基板ボックス１２１の右隣には図
３および図４に示すように、球通路構成部材１４３が設けられており、この球通路構成部
材１４３の後面は、電源基板ボックス１２１の後面と概ね面一となるようにその奥行き寸
法が設定されている。このため、払出制御基板ボックス１１１は、電源基板ボックス１２
１と球通路構成部材１４３とに跨って安定した状態で装着される。
【００２０】
　電源基板ボックス１２１を上記のように配置した場合、電源基板ボックス１２１の右側
面に露出された放熱部材１３７の放熱フィン１３９は、図４および図５に示すように、電
源基板ボックス１２１が取り付けられる取付板（後板）１４５の後面、払出制御基板ボッ
クス１１１の前面、および球通路構成部材１４３の左側面によって周囲を取り囲まれた状
態となる。また本体枠１０３を補強するべく遊技盤装着用開口部の周縁部の後側には補強
枠部が設けられるが、この補強枠部のうち、遊技盤装着用開口部の下縁部に設定される下
縁側の補強枠部１０４が図３～図５に示されている。下縁側の補強枠部１０４は、本体枠
１０３の下縁部に沿って左右方向（遊技機の横幅方向）に水平状に延在するとともに、本
体枠１０３の後側へ所定長さ（電源基板ボックス１２１の前後方向の奥行き寸法とほぼ同
じ程度）で突出されている。すなわち、電源基板ボックス１２１の上方には、所定間隔を
隔てて本体枠１０３の下縁側補強枠部１０４が位置し、これにより電源基板ボックス１２
１の上方には、所定高さの流出空間１４１が形成されている。下縁側補強枠部１０４は、
本発明における「本体枠構成部材」に対応する。以上のように、電源基板ボックス１２１
の放熱フィン１３９および放熱孔１２５ｂは、その周囲を他の部材によって取り囲まれた
上に、上方には所定高さの流出空間１４１を介して本体枠１０３の下縁側補強枠部１０４
が位置する関係で、放熱スペースを確保するのが難しく、しかも空気が流れ難い状況とな
る。
【００２１】
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　次に、上記の如く配置された電源基板ボックス１２１の放熱フィン１３９あるいは放熱
孔１２５ｂを経て上方へと流出された空気を、更にパチンコ機１００の外部へ排出する構
造につき説明する。本実施の形態では、図５に示すように、本体枠１０３の下縁側補強枠
部１０４に上下方向に貫通する多数の放熱孔（スリット）１０４ａを設け、放熱フィン１
３９あるいは放熱孔１２５ｂを通過して流出空間１４１へ流れた空気が当該放熱孔１０４
ａを経て更に上方へ流れる構成としている。放熱孔１０４ａは、図３および図４に示すよ
うに、電源基板ボックス１２１および放熱フィン１３９と対向する領域において、下縁側
補強枠部１０４の延在方向に並列状に設定されている。この放熱孔１０４ａが本発明にお
ける「放熱通路」に対応する。
【００２２】
　また本体枠１０３の下縁側補強枠部１０４の上方には、本体枠１０３に装着された遊技
１０５の主制御基板ボックス１１３および副制御基板ボックス１１５が位置する。したが
って、遊技板１０６の下部領域に主制御基板ボックス１１３および副制御基板ボックス１
１５を直接装着する構成では、下縁側補強枠部１０４の放熱孔１０４ａを経て上方へと流
れた空気のその後の流れ（熱の流出）が主制御基板ボックス１１３および副制御基板ボッ
クス１１５によって妨げられてしまうことになる。
　そこで、本実施の形態においては、遊技板１０６の後面に第１基板ボックス装着台１５
１を介して主制御基板ボックス１１３と副制御基板ボックス１１５を互いに前後方向に重
ねて装着する構成とし、これによって遊技機１０１の後側から見て奥側に位置する副制御
基板ボックス１１５を、遊技板１０６の後面から浮いた状態となし、当該副制御基板ボッ
クス１１５の前面と遊技板１０６の後面との間に放熱空間１５５を構成している。
【００２３】
　第１基板ボックス装着台１５１は、合成樹脂製であって、図３～図７に示すように、本
体枠１０３の下縁側補強枠部１０４の上方において、当該下縁側補強枠部１０４と概ね平
行に延在する水平状の平板部１５１ａを有し、この平板部１５１ａの前側と後側には、そ
れぞれ上下方向に貫通する多数の放熱孔（スリット）１５１ｂが当該平板部１５１ａの延
在方向に並列状に形成されている。すなわち、第１基板ボックス装着台１５１を介して副
制御基板ボックス１１５および主制御基板ボックス１１３を遊技板の後面に重ねて装着す
ることによって、遊技板１０６の後面に放熱空間１５５を確保するとともに、第１基板ボ
ックス装着台１５１の脚部に相当する平板部１５１ａには、多数の放熱孔１５１ｂを設け
ることで、下縁側補強枠部１０４の放熱孔１０４ａを経て上方へ流れた空気が放熱空間１
５５へと流れ込む構成としている。上記の平板部１５１ａに形成された放熱孔１５１ｂは
、本発明における「連通路」に対応する。
【００２４】
　このように、本実施の形態では、電源基板ボックス１２１の放熱フィン１３９から放出
された熱で熱せられて当該放熱フィン１３９に沿って上方へと流れた空気が、更に下縁側
補強枠部１０４の放熱孔１０４ａを経て上方へ流れた後、第１基板ボックス装着台１５１
の平板部１５１ａの放熱孔１５１ｂを経て遊技板１０６の後面へと流れる構成としたもの
であり、これによって放熱フィン１３９から空気が流出し易くなる。
【００２５】
　また基板ボックス装着台１５１の平板部１５１ａは、遊技板１０６の下端よりも上側（
内側）に入り込んだ位置に設定されており、これにより平板部１５１ａの下面と下縁側補
強枠部１０４の上面間には、所定高さ（例えば、放熱フィン１３９の高さよりもやや小さ
い程度）の中継空間部１５４が設定されている。このため、流出空間１４１から下縁側補
強枠部１０４の放熱孔１０４ａを経て中継空間部１５４へと流れた空気が平板部１５１ａ
の放熱孔１５１ｂへと流れ易い構成とされている。
【００２６】
　また放熱空間１５５の上方位置には、前述したように、表示制御基板ボックス１１７が
第２基板ボックス装着台１５３を介して遊技板１０６の後面に適宜間隙を置いて装着され
、更に表示制御基板ボックス１１７は、その後面に配置される保護カバー１１８によって
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覆われている。このため、遊技板１０６の放熱空間１５５へと流れた空気は、遊技板１０
６の後面と表示制御基板ボックス１１７との間に存在する空隙、あるいは表示制御基板ボ
ックス１１７と保護カバー１１８との間に存在する空隙を通って更に上方へと流れる。そ
して保護カバー１１８の後面、側面あるいは上面に形成された放熱孔１１８ａから外部へ
排出される。
【００２７】
　なお図５に示すように、電源基板ボックス１２１上方の流出空間１４１は、払出制御基
板ボックス１１１の上面と副制御基板ボックス１１５の下面との間に形成された間隙１４
２に通じている。このため、電源基板ボックス１２１の放熱孔１２５ｂおよび放熱フィン
１３９から放出された熱で熱せられた空気の一部は、間隙１４２を通ってもパチンコ機１
００の外部（後方）へ排出される。
【００２８】
　また電源基板ボックス１２１の放熱フィン１３９の下端部側は、球通路構成部材１４３
に形成されたアウト球排出口１６７を介してパチンコ機１００の下方空間に連通する構成
とされている。図５に示すように、球通路構成部材１４３にはアウト球排出通路１６１が
形成されている。アウト球排出通路１６１は、上下方向に延びる上部通路部分１６３と、
パチンコ機１００の後側から見て放熱フィン１３９の下方を通って手前側（後側）に所定
長さで延びる下部通路部分１６５とを有する。アウト球排出通路１６１の下部通路部分１
６５は、上面側が開放された樋状に形成されるとともに、底面が手前側に向かって下り傾
斜面に形成されており、延出端である後端部の底面にアウト球排出口１６７が形成されて
いる。これら下部通路部分１６５の樋状の開放部およびアウト球排出口１６７は、放熱フ
ィン１３９の直下に位置されている。
【００２９】
　このように、本実施の形態では、アウト球排出通路１６１の下部通路部分１６５を、上
面側が開放された樋状に形成するとともに、後端部の底面にアウト球排出口１６７を形成
し、これらを放熱フィン１３９の直下に位置させることによって上下方向に貫通する通風
路を構成し、これによって、放熱フィン１３９の下端部側を本体枠１０３の後面側の下方
空間に連通させている。また放熱フィン１３９の下端部側は、下部通路部分１６５の後端
面と払出制御基板ボックス１１１の前面との間の間隙１６９を介して本体枠１０３の後面
側の下方空間に連通される。かくして、放熱フィン１３９の下方には、当該放熱フィン１
３９に向かって空気が流れ込むための流路が確保されている。
【００３０】
　なお遊技時において、遊技盤１０５の中央下部に設けられたアウト球の流出口からアウ
ト球排出通路１６１へ誘導されたアウト球は、アウト球排出通路１６１の上部通路部分１
６３および下部通路部分１６５を流動した後、アウト球排出口１６７から下方へ落下して
図示省略の島側設備によって回収されるようになっている。図５にはアウト球の流動経路
が破線で示されている。
【００３１】
　上記のように、本実施の形態においては、放熱フィン１３９の上方と下方にそれぞれ空
気が通るための通路を形成し通気性を高めている。このため、放熱フィン１３９の放熱作
用によって熱せられて上方へ流れた空気あるいは電源基板ボックス１２１内から放熱孔１
２５ｂを経て流出した空気は、上方の流出空間１４１、下縁側補強枠部１０４の放熱孔１
０４ａ、中継空間部１５４、基板ボックス装着台１５１の平板部１５１ａの放熱孔１５１
ｂを通って遊技板１０６の後面へと流れた後、放熱空間１５５を通じて保護カバー１１８
の放熱孔１１８ａからパチンコ機１００の外部へと排出される。これに伴い放熱フィン１
３９の下端部側には、アウト球排出口１６７、あるいはアウト球排出口１６７と払出制御
基板ボックス１１１との間の間隙１６９を通って空気が流入する。一方、放熱フィン１３
９は、鉛直方向に延びており、隣接する翼片１３９ａ間の空間Ｓが空気の流路を構成する
。このことから、円滑にして効率のよい空気の流れが形成されることとなり、放熱フィン
１３９の放熱効果を向上することができる。
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【００３２】
　本実施の形態によれば、電源基板ボックス１２１の放熱の通気性を確保することによっ
て放熱効果を向上できる結果、本体枠１０３に装着される払出制御基板ボックス１１１と
電源基板ボックス１２１のうち、表面が視認されなくても問題の無い電源基板ボックス１
２１については、これを奥側に配置することができ、一方、不正行為の的になり易い払出
制御基板ボックス１１１については、表面が視認できるようにパチンコ機１００の後側か
ら見て手前側に配置することによって、制御基板の改造、交換といった不正行為を抑制で
きる。また２つの基板ボックスを少ないスペースで本体枠１０３の後面に合理的に配置す
ることが可能となる。
【００３３】
　また本実施の形態では、放熱フィン１３９の下方に位置する下部通路部分１６５を上面
が開放された樋状に形成するとともに、下部通路部分１６５の底面にアウト球排出口１６
７を開口することで、上下に貫通する空気の通風路を構成している。これにより、アウト
球排出通路１６１に、アウト球排出機能を損なうことなく、放熱フィン１３９の下端部に
対する空気の通風機能を付与することができる。その結果、放熱フィン１３９の下方スペ
ースを空きスペースにする必要がなくなり、本体枠１０３の後面スペースを有効に活用す
ることができる。
【００３４】
　なお上述した実施の形態では、パチンコ機１００について説明したが、本発明はパチン
コ機１００に限られるものではなく、例えばスロット機、アレンジボール機、パチンコ球
を使用してスロット遊技を行う遊技機等、その他の遊技機であっても適用することが可能
である。
　また本実施の形態は、電源基板ボックス１２１を例にして説明したが、電源基板ボック
ス１２１以外の基板ボックスに適用してもよい。また放熱フィン１３９の下端部に空気を
流入させるべく、アウト球排出通路１６１を上下方向に貫通して流路を形成する構成は、
放熱フィン３１９が鉛直方向に延びる場合に限らず、放熱フィン３１９のフィンが水平方
向に延びる態様に採用してもよい。
　また本実施の形態では、パチンコ機１００の後側から見て電源基板ボックス１２１の右
側面に、放熱部材１３７の放熱フィン１３９を露出させるとしたが、放熱フィン１３９を
必ずしも露出させる必要はない。
　また本実施の形態においては、別々に形成したボックス本体１２３とボックスカバー１
２５を相互に接合することで電源基板ボックス１２１を形成する場合で説明したが、ボッ
クス本体１２３とボックスカバー１２５を一体に形成してなる電源基板ボックスに適用す
ることが可能である。
【００３５】
　上記の本発明の趣旨により、下記に述べる各種の態様を構成することが可能である。
（態様２）
　「態様１に記載の遊技機であって、
　前記遊技板の後面に基板ボックス装着台を介して制御基板ボックスを装着することで当
該制御基板ボックスと前記遊技板と間に前記放熱空間を形成するとともに、前記基板ボッ
クス装着台は、前記放熱通路を経て上方へ流れた空気が更に前記放熱空間へと流れること
を許容する連通路を有することを特徴とする遊技機。」
【００３６】
　態様２に記載の発明によれば、態様１に記載の遊技機において、遊技板の後面に基板ボ
ックス装着台を介して制御基板ボックスを装着することで当該制御基板ボックスと遊技板
との間に放熱空間を形成するとともに、基板ボックス装着台は、放熱通路を経て上方へ流
れた空気が更に放熱空間へと流れることを許容する連通路を有する構成とされる。すなわ
ち、本発明では、遊技板の後面に制御基板ボックスを直接に装着するのではなく、基板ボ
ックス装着台を介して装着することで、当該制御基板ボックスと遊技板との間に放熱空間
を形成するため、当該放熱空間を合理的に形成することができる。また放熱空間は、基板
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ボックス装着台に設けた連通路を介して放熱通路と連通しており、これによって当該放熱
通路を経て上方へと流れた空気を放熱空間へ円滑に流すことが可能となる。この場合、放
熱空間を流れる空気の熱影響が制御基板ボックスに及ばないようにするために、例えば制
御基板ボックスの遊技板との対向面に断熱材からなるシートを貼り付けることが好ましい
。なお本発明における「ボックス装着台」とは、制御基板ボックスを遊技板の後面に対し
て放熱空間を形成するべく間隙を置いて装着することが可能な部材であれば足り、その形
状については何ら限定されるものではない。また「連通路」とは、放熱通路を経て上方へ
と流れた空気が放熱空間へ流れることを許容する「通路」であり、上下方向に貫通する単
一あるいは複数の開口を好適に包含する。
【００３７】
（態様３）
　「態様１または２に記載の遊技機であって、
　遊技機の後側から見て本体枠後面の奥側に配置される前記基板ボックスが、電源基板を
収容した電源基板ボックスであり、遊技機の後側から見て手前側に配置される前記遊技機
構成部材が、制御基板を収容した制御基板ボックスであることを特徴とする遊技機。」
【００３８】
　態様３に記載の発明では、態様１または２に記載の遊技機において、遊技機の後側から
見て本体枠後面の奥側に配置される基板ボックスが、電源基板を収容した電源基板ボック
スであり、遊技機の後側から見て手前側に配置される遊技機構成部材が、制御基板を収容
した制御基板ボックスである構成とされる。すなわち、本発明では、本体枠の後面側に配
置される制御基板ボックスと電源基板ボックスのうち、不正行為の的になり易い制御基板
ボックスについては、表面が視認できるように遊技機の後側から見て手前側に配置し、表
面が視認されなくても問題のない電源基板ボックスについては、遊技機の後側から見て奥
側に配置する構成としたものである。かくして、制御基板ボックスについては、視認性を
確保して制御基板の改造、交換といった不正な行為を抑制でき、また視認性を問題にしな
い電源基板ボックスについては、放熱効果が確保されることとなり、合理的な配置が実現
される。また遊技機の後側から見て２つの前後方向に重ねて配置するので、少ないスペー
スで遊技機の後面に装着することができる。
【００３９】
（態様４）
　「態様１～３のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記本体枠の後面に配置される前記基板ボックスは、前記回路基板が発した熱を当該回
路基板に設けた放熱部材の放熱フィンを介して外部へ放出する構成とされ、前記放熱フィ
ンは、前記基板ボックスから露出された位置に配置されるとともに、当該放熱フィンを構
成する複数の翼片が上下方向に延びる向きに設けられ、当該放熱フィンの上方に前記放熱
通路および前記放熱空間が位置するように設定されたことを特徴とする遊技機。」
【００４０】
　態様４に記載の発明によれば、態様１～３のいずれかに記載の遊技機において、本体枠
の後面に配置される基板ボックスは、回路基板が発した熱を当該回路基板に設けた放熱部
材の放熱フィンを介して外部へ放出する構成とされ、放熱フィンは、基板ボックスから露
出された位置に配置されるとともに、当該放熱フィンを構成する複数の翼片が上下方向に
延びる向きに設けられ、当該放熱フィンの上方に放熱通路および放熱空間が位置するよう
に設定された構成とされる。
　本発明によれば、放熱フィンが基板ボックスから露出する構成のため、放熱フィンがボ
ックス外部の空気と直接に接触することで基板ボックス内の熱を外部へ効率よく放出する
ことができる。特に本発明における放熱フィンは、当該放熱フィンを構成する翼片が上下
方向に延びる構成とされている。このため、隣接する翼片間の間隙によって上下方向に延
びる空気の流路が形成されることになり、放熱フィンに沿って空気が流れ易くなる。すな
わち、放熱フィンの放熱によって熱せられた空気は、翼片間に形成される流路を通って上
端側へと流れ、それに伴い、冷たい空気が放熱フィンの下端側へと流入されることとなる
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。また本発明では、放熱フィンの上方に放熱通路および放熱空間が位置する構成としてい
る。このため、翼片間の流路を通って上方へと流れた空気は、そのまま真っ直ぐに上方へ
流れることができるため、抵抗の少ないスムースな空気の流れ状態を得ることができる。
このように、本発明に係る基板ボックスの放熱構造は、積極的な空気の流れを促すことの
できる構成であり、これによって放熱効果をより向上することができる。なお基板ボック
スから放熱フィンが露出する態様としては、基板ボックスの外面に対し、フィン先端がほ
ぼ面一となる態様、突出している態様のいずれも好適に包含する。また「上下方向に延び
る」とは、放熱フィンを構成する翼片の延在方向が上下方向成分を有する形態を広く含む
趣旨である。
【００４１】
（態様５）
　「態様４に記載の遊技機であって、
　前記放熱フィンの下方に、遊技機から排出される球を当該遊技機が配置される島側の設
備へと排出する球排出口を配置するとともに、当該球排出口あるいはその近傍に、前記放
熱フィンに向かって空気を流入させる上下方向に貫通する空気の通風路を形成したことを
特徴とする遊技機。」
【００４２】
　態様５に記載の発明によれば、態様４に記載された遊技機において、放熱フィンの下方
に、遊技機から排出される球を当該遊技機が配置される島側の設備へと排出する球排出口
を配置するとともに、当該排出する球排出口あるいはその近傍に、放熱フィンに向かって
空気を流入させる上下方向に貫通する空気の通風路を形成した構成とされる。ここで「排
出される球」とは、例えば、アウト球、セーフ球、球抜きした球などがこれに該当する。
また、「上下に貫通する」態様としては、典型的には球排出通路を上面が開放した樋状に
形成し、底面（下面）に球を落下させる球排出口を形成した構成がこれに該当するが、球
排出通路を上面と下面に通気用のスリットあるいは穴を設けた筒形に形成する態様を好適
に包含する。本発明によれば、球排出通路につき、球の排出機能を損なうことなく、放熱
フィンに対する空気の通風機能を付与したので、放熱フィンの下方スペースを空きスペー
スにする必要がなくなり、遊技機の後面スペースを有効に活用することができる。
【００４３】
（態様６）
　「態様１～５のいずれかに記載の遊技機において、遊技盤の後面を覆う保護カバーを有
し、当該保護カバーは、少なくとも上部に放熱用の開口を有し、放熱空間を通じて上方へ
と流れた空気が保護カバー内を通じて開口から外部へと排出される構成としたことを特徴
とする遊技機。」
【００４４】
　態様６に記載の発明によれば、態様１から５のいずれか１つに記載の遊技機において、
遊技盤の後面を覆う保護カバーを有し、当該保護カバーは、少なくとも上部に放熱用の開
口を有し、放熱空間を通じて上方へと流れた空気が保護カバー内を通じて開口から外部へ
と排出される構成とされる。ここで「遊技盤の後面を覆う保護カバー」とは、遊技板の後
面に配置される制御基板ボックス、例えば図柄表示装置を備えたパチンコ機の場合であれ
ば、図柄表示装置を制御する表示制御基板を収容した表示制御基板ボックスを覆うカバー
がこれに該当するが、基板ボックス装着台を介して配置される主制御基板ボックスや副制
御基板ボックス等をも覆うカバーであってもこれを好適に包含する。遊技板の後面に設定
された放熱空間へと流れた空気は、保護カバーとこれによって覆われる制御基板ボックス
との間の間隙を通じて上方へと流れた後、当該保護カバーの上部の開口から外部へと排出
される。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】パチンコ機の全体を示す斜視図である。
【図２】パチンコ機の背面図である。
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【図３】パチンコ機を後側から見た斜視図であり、払出制御基板ボックス、主制御基板ボ
ックス、および副制御基板ボックスを取り外した状態を示す。
【図４】パチンコ機を後側から見た斜視図であり、各制御基板ボックスのほか、後面カバ
ーを取り外した状態を示す。
【図５】図２におけるＶ－Ｖ線断面図である。
【図６】遊技盤を後側から見た斜視図であり、保護カバーを取り外した状態を示す。
【図７】遊技盤を後側から見た斜視図であり、保護カバーのほか、主制御基板ボックスお
よび副制御基板ボックスを取り外した状態を示す。
【図８】電源基板ボックスの外形を示す斜視図である。
【図９】電源基板に電気部品が実装された状態を模式的に示す平面図である。
【符号の説明】
【００４６】
１００　パチンコ機（遊技機）
１０１　外枠
１０３　本体枠
１０４　下縁側補強枠部（本体枠構成部材）
１０４ａ　放熱孔（放熱通路
１０５　遊技盤
１０６　遊技板
１０７　ガラス枠
１０９　前板
１１１　払出制御基板ボックス（遊技機構成部材）
１１１ａ　払出制御基板
１１３　主制御基板ボックス
１１３ａ　主制御基板
１１５　副制御基板ボックス
１１５ａ　副制御基板
１１７　表示制御基板ボックス
１１８　保護カバー
１２１　電源基板ボックス（基板ボックス）
１２３　ボックス本体
１２５　ボックスカバー
１２５ａ　開口
１２５ｂ　放熱孔
１２７　電源基板
１２９　コンデンサ
１３１　スイッチングレギュレータ
１３３　ブリッジダイオード
１３５　ラインフィルター
１３７　放熱部材
１３８　本体部
１３９　放熱フィン
１３９ａ　翼片
１４１　流出空間
１４２　間隙
１４３　球通路構成部材
１４５　電源基板ボックスの取付板
１５１　第１基板ボックス装着台（組付け部材）、（基板ボックス装着台）
１５１ａ　平板部
１５１ｂ　放熱孔（連通路）
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１５３　第２基板ボックス装着台
１５４　中継空間
１５５　放熱空間
１６１　アウト球排出通路
１６３　上部通路部分
１６５　下部通路部分
１６７　アウト球排出口
１６９　間隙
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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